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成果となる目標 具体的な行動目標
学力向上に向けた
重点的な目標

年度末評価
（前年度の成果と次年度に向けた課題等）

評価
（指標となる数値等） （成果目標達成のための具体的な手立て等） 教員

評価

（今年度の成果と来年度に向けた課題等）
評価

１．授業改善
「分かる」「楽しい」「伸び
る」授業の創造

○全校道徳の授業を2回体育館で行った。ま
たその授業のために、数回職員研修で学び
を深めることができた。
○共同編集についての授業公開、研修の機
会をもった。
○理科、音楽、英語、技術科が研究授業を
行った。
○2年生が来年度の修学旅行に向けての調
べ学習において、keynoteを使った共同編集
を行った。

A １．授業改善（a,b,c）

◯教員が、自らの授業力向上・改善に努める。 ◯授業公開週間を設け、積極的に全教員が授業の見学に
行く。見学者は、自分に足りないところを補い、今後の指導
に活かす。

２．自主学習の習慣・工
夫・定着

○計画どおりアンケートを実施し、子どもたちの学習実態を把握す
ることができた。
○おすすめの学習方法（教員や生徒の体験）を通信で紹介するこ
とができた。
○生徒の学力の状況（日々の学習、テスト前、授業や家庭学習）
や基礎学力の定着のために必要なことなどをアンケートにより教
職員の抱えている現状を出し合うことができた。日々職員室で生
徒の学力定着に向けて悩みや成果を話題にはしていたが、改め
てそのことについて考え、意見を共有することができた。
◆上記の内容について、具体的な方法を進めていく必要がある。
授業改善、生徒との教員の本音の出し合い、生徒同士、異学年で
の学習に関する交流、保護者との連携
○先輩から後輩へのメッセージ（卒業直前3年生から後輩へ）

B ２．学習習慣の確立（c,e,f）

◯生徒が、家庭学習を自分事として捉え、現状の家庭学習を見直
し、よりよい家庭学習の在り方を考える。

◯異学年交流の場で、自身の家庭学習について意見を交
流する。３年生は、１・２年生に家庭学習で大切になること
を伝授する。
◯生徒会が中心となって、「家庭学習の手引き」を作成す
る。
◯保護者向けの「家庭学習の手引き」を作成し、理解を促
す。

３．学力補充

○ミライシード（ドリルパーク）を中心に朝学習を
行った。新しい試みとして3学期に英語科で発音に
集中した10分授業を実施し、単語を読むことの課題
にアプローチした。
◆ひょうごがんばり学びタイムに関しては、テスト前
を除くと参加する生徒が少なかった。現在はバス待
ちの生徒に限定をしているが、徒歩、自転車通学を
含めて、より多くの生徒が参加できるように再考す
る必要がある。
○小テストや単元テストを計画的に実施し、コツコツ
と取り組める生徒が増えてきた。
◆家庭学習の習慣がまだ十分ではない。

B ３．朝学習の充実（a,d）

◯教員が、生徒のつまずきを把握した上で、授業改善に活かす。
（指導と評価の一体化）

◯週４日、朝のSHR前の１０分間、朝学習を行う（国→数→
社→理→英の順）。
◯取り組み内容として、
・ミライシードのドリルパーク…「一斉課題配信」or「個々の
自由選択」
・教科で準備したプリント

４．小中連携の充実

○入学説明会の日に、音楽の体験授業を
行った。
○外国語教育の分野で、小学校の授業を参
観、また中学校の授業を参観することができ
た。
○7月26日に中学校区幼小中全教職員対象
合同研修会「子どもの社会的自立を目指した
不登校支援」を実施した。
◆各担当ごとの情報共有、連携を更に強め
たい。

B
新
規

４．指導と評価の一体化
（e,f）

◯各教員が、PDCAサイクルを意識して教科指導に当たる。 ◯教員が、朝学習の取り組み状況を確認する。（生徒にさ
せっぱなしにしない）
◯各学期の定期考査は１回なので、評価に当たっては定
期考査だけでなく、小テストや単元テストを定期的に行い、
これらを通して生徒のつまずきを把握し、授業改善に活か
す。

５．読書活動の充実

○「読書の秋を楽しもう！スタンプラ
リー」を1か月間実施した。
図書室利用者数が昨年度より2倍近くま
で増加した。また、実施期間後は、少し
利用者数が減りはしたが、常連ではな
かった生徒の貸出が常連になりつつあ
る。

A
新
規

５．研修の強化（c,d,f,g）

◯様々な分野における研修を実施し、資質を高める。 ◯校区内幼小中合同研修会（カウンセリングマインドにつ
いて）
◯道徳人権研修（読み物教材の指導強化）
◯ICT活用研修（Keynote共同編集について）
◯教科指導研修（指導と評価の一体化について交流）
に関する研修を実施する。

三田市立　上野台中学校

研究主体【管理職、研究推進、情報教育、その他関係分掌】

学力向上に向けた重点的な目標

（変容を目指す資質・能力）

学 校 教 育 目 標
夢や目標を探求し、確かな学力と豊かな心でたく
ましく生き抜く生徒の育成 変容を目指す資質・能力

a 知識及び技能　b 思考力、判断力、表現力等　 c 学びにむかう力、人間性等　d 情報活用能力
e 課題解決能力　f 学び続ける姿勢　g コミュニケーション能力

令 和 ７ 年 度 学力向上指導改善 プ ラ ン 目 指 す 子 ど も の 姿
①未来予想図を描き、実現に挑む生徒
②意欲を持ち、創り出し、やり抜く生徒
③自他を大切にし、前向きで心豊かな生徒

継続性

学校長　　　福岡　孝太郎

４月（※全国学力・学習状況調査の結果などを受けて年度途中で変更する場合は削除、追記部分を朱字で修正）
年度末評価
２～３月

前年度

〇「教員評価」は教員対象に実施した自己点検調査結果
　　（０～４の５段階評価）の平均値
〇「評価」は年間の取組みについて、4段階で評価
　　Ａ・・・十分に達成　　Ｂ・・・おおよそ達成
　　Ｃ・・・達成が不十分　　Ｄ・・・ほとんど達成できず


